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お許しをいただきましたので、去る１８日の台風１８号による被害の状況等につき

まして、ご報告をさせていただきます。 

 

（台風に伴う大雨や強風による被害状況と対応） 

台風１８号に伴う大雨や強風の影響により、本町では１８日、５時７分に大雨警報

が発令され、速やかに関係職員による第１次警戒体制を敷き、情報収集に努めており

ましたが、８時４３分には洪水警報が発令されたため、第２次警戒体制に移行、その

後も河川が増水するおそれがあることなどを総合的に判断し、１１時に災害対策本部

を設置したところであります。 

降りはじめから１４時までの総雨量は、糠内で１３４㎜、忠類で１９０㎜に達する

とともに、忠類地域においては１０時２０分に気象庁から記録的短時間大雨情報が発

表され、解析雨量で１時間当たり９０㎜の非常に強い雨が観測されました。 

この間、町内の３地域においては、河川の増水に伴う氾濫のおそれが生じたことか

ら、それぞれの地域に避難所を開設したところであります。 

各避難所における対応について申し上げますと、糠内地域につきましては、糠内川

の増水の影響により、幕別消防署糠内分遣所に避難所を開設し、１０時２７分に糠内

市街地区の住民２９世帯６２人に対して自主避難を促しましたが、避難された方はな

く、その後、糠内川の水位の低下を確認し、１６時２分に避難所を閉鎖いたしました。 

次に、忠類地域につきましては、当縁川と下チュウルイ川の増水による氾濫の危険

性が高まったことから、忠類コミュニティセンターに避難所を開設し、１１時１７分

に白銀町、錦町、本町、幸町、栄町、公親地区の住民６０２世帯１,１５４人に対し

て避難勧告を発令いたしました。 

その後、その他の河川も増水し被害が全域に及ぶおそれが生じましたことから、 

１２時１５分には勧告の対象を忠類全域に広げ、７６０世帯１,５６０人に対して新

たに避難勧告を発令いたしました。 

避難所には最大で６１人が避難されましたが、当縁川と下チュウルイ川の水位低下
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が確認されましたことから、１５時５６分に避難勧告を解除し避難所を閉鎖いたしま

した。 

次に、本町地域においては、旧途別川の氾濫のおそれがありましたことから、農業

者トレーニングセンターに避難所を開設し、１２時４７分に猿別市街、相川東、相川

南地区の住民１０４世帯２４０人を対象に避難勧告を発令いたしました。 

その後、一層の増水が予測されましたことから、１４時１０分に避難指示を発令し、

避難所には最大で２４人が避難されました。 

避難所開設後も旧途別川の水位が上昇し続けたため、避難された方々にとっては長

時間を避難所で過ごすことになりましたが、１７時１０分に水位が下がりはじめ、 

１９時４０分に安全な水位となったことが確認されたことから、避難指示を解除する

とともに避難所を閉鎖したところであります。 

現時点において把握しております被害状況についてでありますが、建物の浸水被害

につきましては、忠類地域で３件を確認しております。 

また、公共施設については、札内北町民プールと札内南町民プールの２か所で強風

により上屋シートが剥がれるなどの被害が発生いたしました。 

次に、農業関係については、町内全域で飼料用とうもろこし５４３haが強風により

倒伏したほか、明渠の土砂埋塞や法面崩壊など１６か所で被害が発生したところであ

ります。 

次に、道路関係については、道路の路肩崩壊、法面崩落など町道忠類北１０線外 

３７路線４２か所で被害が発生いたしました。 

なお、通行規制につきましては、道道では幕別大樹線ほか２路線で、町道では茂発

谷豊岡線外１４路線で路盤流出により通行止めとなっておりましたが、道道では３路

線全てが、町道については１路線が通行止めの規制が解除となっております。 

このほか、猿別川の増水により、パークゴルフ場のサーモンコースとつつじコース

が冠水する被害が発生しております。 

この度の台風の被害につきましては、現在調査中でありますが、今後さらに増える
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見込みであり、早期に被害額等、全容の把握に努めるとともに、速やかな復旧に努め

てまいりたいと考えております。 

 

以上、台風に伴う大雨や強風による被害状況と対応につきましてのご報告とさせて

いただきます。 


